

第３期柏市障害者基本計画（中期計画（平成27年度～平成29年度））・第４期柏市障害福祉計画

平成28年度中間報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年１１月２４日（木）　　　　

保健福祉部　障害福祉課

≪柱ごとの進捗状況≫※実績値は原則9月末現在

１．目標
　福祉意識の普及・啓発に努めるとともに，ボランティア活動・福祉団体の活動など，地域福祉活動の促進を図り，障害や障害者への理解と交流を促進する。

２．施策体系

　◎啓発・広報活動の充実

　　　　　障害への理解を深めるための啓発の充実

　　　　　福祉教育の充実

　◎協働による福祉活動の充実

　　　　　ボランティア活動の推進，福祉人材の育成

　　　　　障害関係団体との連携強化

３．進捗管理対象事業の達成状況

≪障害への理解や福祉意識の充実を図る指標≫
	指標名
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	障害への理解を深めるイベントの開催件数(件）

（障害福祉課）
	目標
	23
	24
	9月までは市主催のイベントは実施しておらず，他団体のイベントの後援のみであった。市主催・共催事業は障害者週間のある12月を中心に，各種イベントを実施する予定であり，前期より後期に実績が見込まれる。今年度は，特殊歯科診療に関する講演会やパラリンピックでも銀メダルを取ったボッチャ体験会，知的障害の人でも弾けるように発明されたヘルマンのハープコンサート，また恒例となっているリフレッシュプラザにおけるコンサートや「夢コンサート」を実施予定

	
	実績
	25
	10
	

	障害者地域交流推進事業の実施地区数（地区）

（社会福祉協議会）
	目標
	5
	10
	申込としては，4件有り，2件実施し，残りの2件は調整中である。申込件数が伸び悩んでいたこともあり，地区社協連絡会において呼びかけを行うとともに，当事者団体の講演も行い，積極的に周知を行った。

　年度末に向けては，地区社協だけでなく，民生委員やサロン等で活動している人達に対して周知していく。

	
	実績
	5
	2
	

	夏季ボランティア体験者数（人）（社会福祉協議会）
	目標
	450
	500
	参加者数としては，前年度より若干減少しているが，ボランティア受入施設は増加している。市内の学生には「夏ボラ」というキーワードが定着しつつある。

　今後は，受入施設のうち，地域活動の分野の拡充を目指すとともに，小学校高学年にも冊子の個別配布を検討している。

	
	実績
	572
	546
	


≪ボランティア活動に従事する人材育成の充実度を計る指標≫

	指標名
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	ボランティア登録数（人）

（社会福祉協議会）
	目標
	3,550
	3,700
	実績値は前年度より微増となっているが，各種ボランティア講座の実施と窓口でのコーディネートにより，個人ボランティアは増加傾向にある。
　今後は特に高齢者にボランティア募集の通知を送るなど積極的に働きかけをし，ボランティア登録者を増やしていく予定である。

	
	実績
	3,746
	3,748
	


４．福祉計画の関連事業

≪地域生活支援事業≫
	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	理解促進研修・啓発事業
	実施の有無
	見込
	有
	有
	各年度ごとに定期的な実施を目標とする。

	
	
	実績
	有
	有
	

	自発的活動支援事業
	実施の有無
	見込
	有
	有
	事業目的に適した安定した事業活動を支援する。

	
	
	実績
	有
	有
	

	生活訓練等事業
	人/年
	見込
	224
	224
	民間サービスの充実により，利用者数に大きな増減はなく，横ばいで推移。

	
	
	実績
	91
	48
	


（コメント）

　自発的活動支援事業については，市内の障害者団体に補助金を交付しているが，前年度に比べて予算ベースでは補助金額が増加している。これにより各団体の自主的な活動支援に寄与している。

　生活訓練については，前年度同様目標値よりも低い数値になっているが，これは，事業を減らした関係で実績値が目標値よりも低くなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５．柱全体の評価

　


１．目標
　障害者が悩みや不安を抱えたときに，身近な場所で気軽に相談でき，必要な情報を確実に得ることができるような体制の充実を図る。障害者に配慮した情報を提供するために，情報バリアフリーを進める。また，国や県の動向を踏まえながら，権利擁護体制の充実を図る。

２．施策体系

　◎情報提供・意思疎通支援の充実

　　　　　情報提供の充実

　　　　　意思疎通支援の充実

　◎相談支援・ケアマネジメント体制の充実

　　　　　相談支援体制の充実　

　　　　　ケアマネジメント体制の充実

　◎権利擁護体制の充実

      虐待防止体制の充実

　　　　　権利擁護体制の充実・強化

３．進捗管理対象事業の達成状況

≪意思疎通支援の充実を図る指標≫

	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	意思疎通支援事業利用者数（人）

（障害福祉課）
	目標
	105
	107
	Ｈ28年度より，登録制を廃止し，健聴者からの派遣申請も可能となった。そのため，今まで登録者数を指標としていたが，今年度より派遣件数を指標とする。今年度9月末現在の派遣件数は429件であり，前年度の同月実績は415件で若干であるが増えている。


	
	実績
	115
	429
	


≪相談支援の充実を図る指標≫

	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	委託相談支援事業所の委託箇所数（箇所）

（障害者相談支援室）
	目標
	5
	6
	目標値としては，28年度6箇所としていたが，地域生活支援拠点設置の検討と関連付けて再検討することとなったため，28年度の新規設置は見送った。

　29年度までに日常生活圏域7箇所に1箇所ずつ設置する計画でいたが，圏域間で候補となる事業所の数に差がある等条件が異なっている。拠点施設を複数設置する計画と関連付ける必要があるため，圏域の単位を再検討し（例：北部・中央・南部・旧沼南の４圏域)，拠点施設で実施する相談・コーディネート機能と整合をとることを基本として取組を進めていく必要がある。

	
	実績
	5
	5
	

	指定相談支援事業所の増加数（箇所）

（障害福祉課）
	目標
	26
	28
	事業所数は前年度と同数である。新規指定した事業所がある一方で，事業を終了するところもある。

　また，事業所間でサービス等利用計画・障害児支援利用計画の作成件数に開きがあるため，全体の底上げを図る取組を引き続き進めていく。

	
	実績
	29
	29
	

	相談支援専門員の登録数（人）

（障害福祉課）
	目標
	60
	70
	伸び率が低いが，前年度よりも増加している。今後も引き続き，資格を持ちながら業務に従事していない方を発掘し，登録者を増やしていく。また，併せて，認定研修受講資格を持つ方に対して，積極的に働きかけ，資格取得を促していく

	
	実績
	73
	77
	


≪権利擁護体制の充実を図る指標≫

	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	虐待防止に関する勉強会の開催回数（回）

（障害者相談支援室）
	目標
	3
	3
	平成27年度以降は，新任スタッフと管理者，現場スタッフ向けに年3回の研修を実施している。研修の実施により，虐待防止の周知が進み，関係機関からの通報が増え，虐待防止の効果が上がってきている。また，他機関が開催する連絡会議には積極的に参加することで，各担当者との関係を強めて，連携体制が強固になってきている。

　年度末に向けて，柏市内の事業所のスタッフ向けの研修会を実施する予定である。研修内容については，権利擁護部会の意見やこれまでの研修のアンケート等を参考に決めていく。

	
	実績
	3
	2
	


４．福祉計画の関連事業

≪活動指標≫

	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	計画相談支援
	人/月
	見込
	283
	297
	月平均利用人数を見込む(地域移行支援は入所施設利用者等を勘案し，地域定着支援は，単身世帯対象者等を勘案)。

	
	
	実績
	284
	297
	

	地域移行支援
	
	見込
	12
	14
	

	
	
	実績
	1
	0
	

	地域定着支援
	
	見込
	16
	20
	

	
	
	実績
	2
	1
	

	障害児相談支援
	
	見込
	112
	117
	

	
	
	実績
	97
	98
	


（コメント）

　相談支援については，福祉サービスの利用に対応して実績も推移している。地域移行・定着支援については，月ごとにばらつきがあるが，ニーズに応じた利用ができる状況となっている。

≪地域生活支援事業≫
◇相談支援事業

	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	障害者相談支援事業
	実施箇所数
	見込
	6
	7
	市直営で基幹相談支援センターて運営。民間事業者へ委託も併せて実施し，相談支援体制の充実を図る。

	
	
	実績
	6
	6
	

	基幹相談支援センター
	設置の

有無
	見込
	有
	有
	

	
	
	実績
	有
	有
	

	相談支援機能強化事業
	実施の

有無
	見込
	有
	有
	

	
	
	実績
	有
	有
	

	住宅入居支援事業
	実施の

有無
	見込
	有
	有
	相談支援機能強化事業に含めて実施。

	
	
	実績
	有
	有
	

	成年後見制度利用支援事業
	人/年
	見込
	10
	12
	実績を踏まえて10件前後の利用を見込む。

	
	
	実績
	5
	4
	

	成年後見制度法人後見支援事業
	実施の

有無
	見込
	有
	有
	権利擁護のニーズに対応していく。

	
	
	実績
	有
	有
	


（コメント）

　相談支援事業については，Ｈ29年度開設予定の地域生活支援拠点とその他の民間事業者と連携しながら進めていく。

◇意思疎通支援事業

	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	手話通訳設置事業
	通訳者数
	見込
	3
	3
	派遣事業は民間委託で実施。障害福祉課内に設置の手話通訳者が常駐し，窓口での手話通訳や手話通訳者・要約費記者の派遣のコーディネート業務も行う。

派遣件数については，今後も需要が高まることが考えられ，増加が見込まれる。

	
	
	実績
	3
	3
	

	
	相談件数/年
	見込
	2,470
	2,580
	

	
	
	実績
	2,222
	833
	

	手話通訳者派遣事業
	通訳者数
	見込
	15
	15
	

	
	
	実績
	15
	16
	

	
	派遣件数/年
	見込
	570
	580
	

	
	
	実績
	742
	365
	

	要約筆記者派遣件数
	筆記者数
	見込
	19
	19
	

	
	
	実績
	15
	15
	

	
	派遣件数/年
	見込
	100
	110
	

	
	
	実績
	130
	64
	


（コメント）

　今年度より手帳の有無に関係なく派遣を出来るようにした。その年によって利用者の増減があるが，ここ数年は増加傾向にある。

	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	手話奉仕員養成研修事業
	講座修了者数
	見込
	55
	55
	年度により受講者数に差があるため，過去の実績に基づき横ばいで推移

	
	
	実績
	49
	-
	


（コメント）

　3月に講座が終了するため，まだ修了者は出ていないが，昨年に比べ受講者は増加している。

◇専門性の高い意思疎通支援事業

	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	手話通訳者養成研修事業
	講座修了者数
	見込
	
	4
	手話通訳者及び要約筆記者養成研修については2年間の講座となり，28年に終了予定。平成26年度の実績を参考に修了者数を見込んでいる。

　盲ろう者向け通訳・介助員養成研修については，毎年1名増加見込。

	
	
	実績
	
	-
	

	要約筆記者養成研修事業
	講座修了者数
	見込
	
	15
	

	
	
	実績
	
	-
	

	盲ろう者向け通訳・介助員養成研修事業
	講座修了者数
	見込
	3
	4
	

	
	
	実績
	2
	-
	

	手話通訳者派遣事業
	人/年
	見込
	1
	1
	専門性の高い手話通訳者・要約筆記者派遣事業とは，県を越えて他県等の意思疎通支援者を利用する事業である。毎年度一定の利用人数を見込んでいる。

	
	
	実績
	1
	0
	

	要約筆記者派遣事業
	人/年
	見込
	1
	1
	

	
	
	実績
	0
	0
	

	盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業
	人/年
	見込
	2
	2
	

	
	
	実績
	2
	2
	


（コメント）

実績がまだ出ていない部分もあるが，着実に従事者は育ってきている。

◇広報関連事業

	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	点字広報発行事業
	発行部数/月
	見込
	30
	30
	点字広報については，読める人が少なくなってきているため，横ばい推移で見込む。声の広報については，120件前後で横ばい推移。

	
	
	実績
	30
	29
	

	声の広報発行事業
	発行部数/月
	見込
	120
	120
	

	
	
	実績
	104
	104
	


（コメント）

　点字の広報については，読める人が少なくなっており，減少傾向にある。声の広報については，微増傾向にある。

◇奉仕員養成研修事業

	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	点訳奉仕員養成・研修事業
	人/年
	見込
	20
	20
	年度により受講者に変動があるため，過去の実績に基づき，横ばいで推移を見込んでいる。

	
	
	実績
	13
	-
	

	朗読奉仕員養成・研修事業
	人/年
	見込
	-
	-
	

	
	
	実績
	-
	-
	


（コメント）
　点訳奉仕員の講座については，毎年行っており，修了者がサークルに入って活動するなど，次のステップに進んでいる。朗読奉仕員については，3年に1度実施するため，次は29年度に実施予定である。

５．柱全体の評価

　


１．目標

　障害者が住み慣れた地域で在宅生活を続けられるように福祉サービスの充実を推進するとともに，ニーズに対して的確な対応ができるようきめ細やかなサービス提供体制の確立を図る。また，通所施設などの日中活動の場の充実やグループホーム等の居住の場の確保などに努める。
２．施策体系

　◎「居住の場」の拡充

　　　　　多様な住まいの確保と居住の支援

　　　　　障害者の地域生活を支える拠点機能の整備

　◎日常生活の支援

　　　　　在宅サービスの充実

　　　　　障害者の外出支援の推進

　　　　　緊急時対応サービスやレスパイトの強化

３．進捗管理対象事業の達成状況
≪障害者の地域生活への移行に向けた支援の取組の充実度を図る指標≫
	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	グループホームの定員数（人）（障害福祉課）
	目標
	204
	221
	今年度は２箇所の事業所を新規指定し，既存事業所が新たにグループホームを増やしたことにより，28名の定員増となった。目標値は達成しているが，潜在的にグループホームを希望する人は多いため，今後も関係法人と連携して計画的に増設をすすめていく。また，今後は高齢障害者や重度者向けのグループホームなどの設置を推進していく予定である。

	
	実績
	214
	244
	


≪障害者の自宅での生活への支援の充実度を計る指標≫
	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	住宅改造費の助成件数（件）

（障害者相談支援室）
	目標
	6
	6
	9月末現在での助成件数は1件である。類似制度である日常生活用具費助成制度による居宅生活動作補助用具についての助成件数は4件である。　平成29年度より居宅生活動作補助用具に一本化する予定である。

	
	実績
	5
	1
	


４．福祉計画の関連事業

≪成果目標≫
◇福祉施設の入所者の地域生活への移行（柱2，4，6にも関連）

　　…平成２５年度末時点の施設入所者(199人)の12％以上(24人以

上)が地域生活に移行し，施設入所者を８人減少する(191人以下)。

	
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28

	施設入所者数
	人
	実績
	195
	197

	地域移行者数
	身体
	人
	実績
	0
	0

	
	知的
	
	実績
	1
	0

	
	精神
	
	実績
	0
	0


（コメント）

　福祉施設の入所者の地域生活への移行は，9月末まではまだなく，一方で新規入所者がいたことから，平成27年度末実績比で2名増加している。目標達成のみを目指すのではなく，入所者本人及びその家族の意向を踏まえた対応をする。

◇地域生活支援拠点等の整備

　　…平成２９年度末までに，障害者の地域での生活を支援する拠点等を

少なくとも一つ整備することを目標とする。

	
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28

	拠点の整備数
	か所
	実績
	-
	-


（コメント）

　現在２９年度に２箇所（中央北部・中央南部）の開設に向けて整備中の段階である。２９年度以降についても，他の地域（沼南，南部等）での開設に向けて整備を進めていく予定である。　　

≪活動指標≫

◇訪問系サービス　（※７月末数値）

	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	居宅介護
	人/月
	見込
	356
	360
	年度ごとに１％の利用者数の伸びを見込んでいる。



	
	
	実績
	380
	372
	

	
	延利用時間/月
	見込
	8,188
	8,280
	

	
	
	実績
	8,989
	8,889
	

	重度訪問介護
	人/月
	見込
	14
	16
	新たに重度の知的障害や精神障害も利用対象に加わったことから，年度ごとに１０％の伸びを見込んでいる。

	
	
	実績
	20
	20
	

	
	延利用時間/月
	見込
	4,928
	5,632
	

	
	
	実績
	5,726
	6,454
	

	同行援護
	人/月
	見込
	60
	61
	年度ごとに１％の利用者の伸びを見込んでいる。

	
	
	実績
	79
	77
	

	
	延利用時間/月
	見込
	1,260
	1,281
	

	
	
	実績
	1,784
	1,790
	

	行動援護
	人/月
	見込
	17
	19
	近年の利用の伸びを鑑み，年度ごとに１０％の利用増を見込んでいる。

	
	
	実績
	10
	12
	

	
	延利用時間/月
	見込
	850
	950
	

	
	
	実績
	255
	314
	

	重度障害者等包括支援
	人/月
	見込
	0
	0
	これまでに利用実績はなく，市近隣でも提供事業所がないため，利用は見込んでいない。

	
	
	実績
	0
	0
	

	
	延利用時間/月
	見込
	0
	0
	

	
	
	実績
	0
	0
	


（コメント）

　中間実績時点では，概ね計画値を達成した水準を示している。

◇日中活動系サービス（※７月末数値）

	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	生活介護
	人/月
	見込
	542
	570
	年度ごとに5％の利用者数の伸びを見込んでいる。利用日数については，過去の実績から1人あたり月に20日利用するものとして算出。

	
	
	実績
	553
	579
	

	
	延利用日数/月
	見込
	10,840
	11,400
	

	
	
	実績
	11,158
	11,412
	

	自立訓練

（機能訓練）
	人/月
	見込
	2
	2
	2人の利用を見込み，利用日数は1人22日で算出。

	
	
	実績
	1
	1
	

	
	延利用日数/月
	見込
	44
	44
	

	
	
	実績
	22
	20
	

	自立訓練

（生活訓練）
	人/月
	見込
	40
	40
	40人程度を見込んでいるが，利用者の微増が見込まれる。利用日数は1人19日で算出。

	
	
	実績
	20
	18
	

	
	延利用日数/月
	見込
	760
	760
	

	
	
	実績
	267
	262
	

	療養介護
	人/月
	見込
	31
	31
	市内に事業所が開設されたことから，31人の見込。

	
	
	実績
	24
	24
	

	短期入所

（福祉型）
	人/月
	見込
	56
	57
	緊急時に備えて申請しているケースも多いため，支給決定を受けても利用しない人も多くいる。支給決定者の10％程度を見込んでいる。過去の実績から福祉型は1人当たり約10日，医療型は約6日で算出。

	
	
	実績
	112
	125
	

	
	延利用日数/月
	見込
	582
	591
	

	
	
	実績
	772
	858
	

	短期入所

（医療型）
	人/月
	見込
	6
	6
	

	
	
	実績
	3
	7
	

	
	延利用日数/月
	見込
	38
	39
	

	
	
	実績
	8
	24
	


（コメント）

　概ね計画値を達成した水準で推移。自立訓練については利用希望者が少ない傾向にある。一方で，短期入所については，ニーズが高く，計画値を大きく上回っている。
◇居住系サービス（※7月末数値）
	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	共同生活援助
	人/月
	見込
	212
	234
	保護者の高齢化等により，今後の利用者は一層増加することが見込まれる。年度ごとに10％の利用者の増加を見込む。

	
	
	実績
	202
	215
	

	施設入所支援
	人/月
	見込
	193
	192
	平成29年度末までに平成25年度末の実績199人の4％以上の人数減が目標。

	
	
	実績
	195
	197
	


（コメント）

　市内グループホームの新設に伴い，グループホームの利用者は増加傾向にある。将来的な親亡き後に必要という潜在的なニーズも多い。知的障害や精神障害向けのホームが多いが，身体障害や医療的ケアに対応したグループホームの整備が必要となっている。

≪地域生活支援事業≫

　◇日常生活用具
	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	介護・訓練支援用具
	件/年
	見込
	20
	20
	これまでの実績に基づき，「排泄管理支援用具」については，今後増加する見込みだが，その他については，横ばい推移と見込んでいる。

	
	
	実績
	22
	7
	

	自立生活支援用具
	件/年
	見込
	50
	50
	

	
	
	実績
	43
	24
	

	在宅療養等支援用具
	件/年
	見込
	65
	65
	

	
	
	実績
	48
	25
	

	情報・意思疎通支援用具
	件/年
	見込
	60
	60
	

	
	
	実績
	46
	26
	

	排泄管理支援用具
	件/年
	見込
	690
	720
	

	
	
	実績
	673
	645
	

	住宅改修費
	件/年
	見込
	3
	3
	

	
	
	実績
	5
	4
	


（コメント）

　中間実績時点で概ね例年同様の推移を示しており，年度末に向けて計画値に近い実績が見込まれる。

	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	移動支援事業
	人/月
	見込
	275
	284
	利用者は今後増加すると見込み，利用時間は1人あたり月21時間で算出。

	
	
	実績
	311
	295
	

	
	延利用時間/月
	見込
	5,775
	5,964
	

	
	
	実績
	5,785
	5,905
	

	日中一時支援事業
	人/月
	見込
	235
	240
	地域移行の促進に伴い，利用者は増加すると見込む。

	
	
	実績
	309
	279
	

	
	延利用日数/月
	見込
	470
	480
	

	
	
	実績
	1,581
	1,420
	

	訪問入浴サービス事業
	人/月
	見込
	31
	31
	利用者は31人前後，延べ124人前後で推移するものと見込んでいる。

	
	
	実績
	31
	34
	

	
	延利用日数/月
	見込
	124
	124
	

	
	
	実績
	132
	153
	

	自動車運転免許取得・改造助成事業
	人/年
	見込
	15
	15
	過去の実績に基づき，毎年度15人前後で横ばいに推移すると見込んでいる。

	
	
	実績
	6
	3
	


（※免許・改造費助成以外は8月末数値）

(コメント）
　移動支援事業については，余暇活動の支援事業所の増加など利用しやすい環境が整ってきたこともあり利用者増の傾向がある。

　また，訪問入浴サービス事業については，重度の方が増えており微増ではあるが増加傾向にある。
５．柱全体の評価
　


１．目標

　柏市障害福祉就労支援センター（ハートフルワーク柏）を中心として，ハローワークや就労支援機関と連携して就労支援を進めるとともに，安定した雇用の継続のため，就職後の支援体制を充実させていく。
２．施策体系

　◎就労支援体制の充実

　　　　　就労支援の充実

　　　　　就職後の支援の充実

　　　　　多様な就労形態への支援

　◎生涯学習活動の充実

　　　　　文化活動・生涯学習活動への参加促進

　　　　　スポーツ・レクリエーション活動への参加促進

３．進捗管理対象事業の達成状況
　≪障害者雇用の推進に向けた取組の充実度を図る指標≫
	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	企業（柏市内）における障害者雇用率（％）

（障害福祉就労支援センター）
	目標
	1.75
	1.85
	雇用率の実績は11月の中旬に千葉労働局より公表されるため，まだ実績は出ていないが，障害者雇用に関する問い合わせがあった企業に対して，松戸公共職業安定所等と企業を訪問し，障害者雇用に向けた準備を進めている。また，平成30年4月の精神障害者雇用義務化に備え，精神科医療機関と障害者就業・生活支援センター，就労移行支援事業所との意見交換会を実施し，精神障害者への就労支援の充実に取り組んでいる。　今後は，2月に障害者雇用の普及啓発を目的とした企業向けセミナーを開催する予定である。

	
	実績
	2.02
	-
	


≪障害福祉就労支援センターと就労支援機関の連携による就労支援の充実度を計る指標≫

	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	障害福祉就労支援センターと就労支援機関との連携による就職者数（人）

（障害福祉就労支援センター）
	目標
	15
	17
	自立支援協議会のはたらく部会での協議をもとに，就労に関する相談から就職後の支援における官民の役割分担を整理し，各機関の連携による就労支援の充実を図った。その結果，就職者数は増加傾向にある。

　今後は，就職後の支援が課題になってきているため，はたらく部会において協議を重ねて，官民協働による就労支援体制の充実を図っていく。

	
	実績
	25
	13
	


≪障害者優先調達推進法に基づき，福祉就労の底上げに向けた取組の充実度を計る指標≫

	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	庁内における物品の調達実施部署数（課）

（障害福祉就労支援センター）
	目標
	25
	27
	庁内での販売会を定期的に開催し，施設作品を知ってもらうとともに，発注の拡大を進めた結果，９月末現在で，前年度よりも実施部署数が増加した。また，施設作品の品質向上を図るために，施設職員向けの品質保証研修等を開催した。それに併せて，出展イベントの周知や依頼業務等の情報を事業所に周知するなどして工賃向上の支援にも努めている。

　今後は，製品のリーフレットを作成し，周知を図り，ショッピングモールでの販売会も予定している。

	
	実績
	29
	30
	


４．福祉計画の関連事業

≪成果目標≫　　

◇福祉施設から一般就労への移行等

　　　…平成29年度中に就労移行支援事業等を通じて一般企業等への一

　　　　般就労へ移行する人数を，平成24年度実績の2倍以上(60人)に　

　する。

　就労移行支援の利用者数を平成25年度実績(77人)の６割以上

　(124人)にする。

　平成29年度に，全体の半分以上の就労移行支援事業所が，就労

　移行率３割以上を達成する。
	
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28

	移行者数
	身体
	人
	実績
	4
	1

	
	知的
	
	実績
	17
	6

	
	精神
	
	実績
	36
	15

	就労移行支援利用者数
	人
	実績
	99
	105

	就労移行率３割以上の事業所割合
	％

(箇所)
	実績
	72

（8/11）
	-


（コメント）

　福祉施設から一般就労への移行者数については，9月末現在の実績となるが，年度末に向けて就職者数も増えてくるため，年間では29年度までの目標値である60人に近い実績が出ると予想される。就労移行支援の利用者数も増加している。
≪活動指標≫
◇日中活動系サービス　（※7月末数値）
	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	就労移行支援
	人/月
	見込
	108
	116
	平成29年度に，平成25年度末実績77人から6割以上の増加させることを目標にする。

	
	
	実績
	99
	105
	

	
	延利用日数/月
	見込
	1,944
	2,088
	

	
	
	実績
	1,770
	1,744
	

	就労継続支援Ａ型

（雇用型）
	人/月
	見込
	75
	82
	市内に事業所が着実に増加していることもあり，年度ごとに10％の利用者の増加を見込んでいる。



	
	
	実績
	78
	85
	

	
	延利用日数/月
	見込
	1,500
	1,640
	

	
	
	実績
	1,585
	1,648
	

	就労継続支援Ｂ型

（非雇用型）
	人/月
	見込
	385
	404
	事業所は充実してきていることもあり，年度ごとに5％の利用者の増加を見込んでいる。

	
	
	実績
	410
	426
	

	
	延利用日数/月
	見込
	6,545
	6,868
	

	
	
	実績
	7,225
	7,085
	


（コメント）

　就労継続支援(Ａ型・Ｂ型)，就労移行支援ともに，利用実績は年々増加し，前年度の実績よりも多くなっている。
≪地域生活支援事業≫　（※8月末数値）
	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	地域活動支援センター事業
	実施箇所

（市内）
	見込
	13
	13
	市内実施箇所数は，現状維持する見込みだが，就労継続支援事業等の障害福祉サービスへの移行を積極的に支援していく。そのため，利用者は緩やかに減少する見込み。

	
	
	実績
	9
	8
	

	
	実施箇所

（市外）
	見込
	7
	6
	

	
	
	実績
	7
	6
	

	
	人/月

（市内）
	見込
	274
	267
	

	
	
	実績
	213
	174
	

	
	人/月

（市外）
	見込
	19
	18
	

	
	
	実績
	16
	14
	


（コメント）

　中間実績時点では計画値に達していないが，事業所の受け入れ態勢等も整備されており，現時点でニーズに応じた利用ができている状況である。

５．柱全体の評価
　


１．目標

　障害の早期発見や早期療育のため，母子保健事業及び児童福祉事業を推進する。障害の特性，育ちのニーズに応じた成長の支援を進める。乳幼児期から成人期まで切れ目のない支援を行うため，保健・福祉・医療・教育の支援体制の充実を図る。
２．施策体系

　◎保健・療育等の充実

　　　　　障害の早期発見・早期支援

　　　　　保育園・幼稚園等支援の充実

　◎学齢期への支援

　　　　　インクルーシブ教育システムの構築

　　放課後等支援の充実

３．進捗管理対象事業の達成状況
　≪障害の早期発見システムが機能しているかを計る指標≫

	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	こども発達センター利用者数（人）

（こども発達センター）
	目標
	1,250
	1,300
	関係機関や関係部署との連携強化を図り，障害の早期発・早期支援を目指し，適切な支援の提供に向け，取り組んでいる。また，民間の児童発達支援センターとも連携を図り，柏市障害児等療育支援事業を活用し，発達の気になるこどもの所属する保育園や幼稚園への巡回支援等にも取り組んでいる。　今後も，引き続き受け入れ体制の整備を進めていく。

	
	実績
	1,362
	1,196
	


≪早期支援のための充実度を計る指標≫

	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	児童発達支援を行っている市内事業所の定員総数（人）

（こども発達センター・障害福祉課）
	目標
	100
	120
	平成28年度5月に，民間の児童発達支援センターが開所し，20名の定員枠が増えた。また，6月にも新規に児童発達支援事業所が2箇所開所し，さらに10名の定員枠が増えた。今後も更に1箇所の開所予定があり，定員枠の増加が見込まれる。これらの事業所と連携を取りながら，それぞれのセンターの特性を生かした受け入れを進めていく。

	
	実績
	125
	140
	


≪特別支援教育に係る校内支援体制の充実度を計る指標≫　

	指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	巡回相談の件数（件）（教育研究所）
	目標
	300
	330
	27年度までに，校内の特別支援教育の体制づくりはほぼ完了し，従来までの巡回相談の内容は，実績値としては下がってきている。各校のニーズは，増え続ける特別支援学級に在籍する児童生徒に関する専門的な相談や，就学相談に関わる幼児児童生徒の行動観察，またはフォローアップという内容に代わってきており，就学相談担当と特別支援教育担当指導主事が各校を巡回している。また，早期支援コーディネーターも学校を巡回し，助言を行っている。

　今後も教育支援員の適正配置に向けて，ほぼ全ての学校を巡回する予定である。また，特別支援学級担当者の経験年数が5年未満が半数以上となっており，支援を必要とする児童生徒に関する専門的な指導に関する巡回が増えることが見込まれる。

	
	実績
	148
	272
	


４．福祉計画の関連事業

　≪障害児福祉サービスの見込み≫
	サービス名
	単位
	
	Ｈ27
	Ｈ28
	備考

	児童発達支援
	人/月
	見込
	146
	151
	療育に対するニーズが今後ますます高まることが考えられるため，年度ごとに3％の利用者の増加を見込んでいる。

	
	
	実績
	155
	161
	

	
	延利用日数/月
	見込
	1,800
	1,980
	

	
	
	実績
	1,642
	1,741
	

	医療型児童発達支援
	人/月
	見込
	20
	20
	20人前後で利用者が推移すると見込んでいる。

	
	
	実績
	25
	33
	

	
	延利用日数/月
	見込
	180
	180
	

	
	
	実績
	199
	247
	

	放課後等デイサービス
	人/月
	見込
	284
	296
	ニーズも高まることから，年度ごとに4％前後の利用者の増加を見込んでいる。利用日数については。1人あたり月8日で算出。

	
	
	実績
	407
	472
	

	
	延利用日数/月
	見込
	2,272
	2,368
	

	
	
	実績
	4,564
	5,212
	

	保育所等訪問支援
	人/月
	見込
	45
	60
	制度が周知され，さらにニーズが高まると考えられる。利用日数については，1人あたり月2日の利用で算出

	
	
	実績
	33
	31
	

	
	延利用日数/月
	見込
	90
	120
	

	
	
	実績
	34
	39
	

	障害児等療育支援事業
	実施箇所
	見込
	4
	4
	直営1箇所，民間3箇所で事業を進めていく。

	
	
	実績
	4
	4
	


（コメント）

　中間実績時点で，概ね計画値を達成した水準で推移している。

　放課後等デイサービスについては，年度末に向けて利用者増が見込まれる。

５．柱全体の評価

　


１．目標

　中途障害や障害の重度化，二次障害等に対する予防対策を充実する。また，障害者（児）の健やかな心身を保てるよう，医療機関と連携を図りながら保健・医療体制を充実させる。精神障害者の地域生活を促進・支援するために，精神保健を充実させる。
２．施策体系

　◎健康管理等の支援

　◎医療・ケア体制の充実

　◎精神保健の充実

　　専門的体制と相談支援の強化

　　精神疾患や精神保健に関する普及啓発

３．進捗管理対象事業の達成状況

≪精神保健に関する啓発事業の充実度を計る指標≫

	　指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	精神保健に関する講座等参加者数（人）

（保健予防課）
	目標
	350
	380
	5月には「統合失調症」，6月には「お酒とストレス」をテーマにした出前講座を実施し，合わせて27名の参加があった。また，7月に酒害に関する啓発強化を目的とした一般公開型酒害教室を実施し，29名の参加があった。

　今後は，第2回一般公開型酒害教室と第1回ボランティアフォローアップ講座をタイアップさせた市民講座を11月に開催予定である。酒害教室の3回目やボランティアフォローアップ講座の2回目も引き続き実施していく予定である。

	
	実績
	556
	56
	


４．福祉計画の関連事業

　　　①入院中の精神障害者の地域生活への移行【県事業】

　　○地域生活支援事業

　　　②生活訓練等事業（再掲）

≪福祉計画の全体評価≫

　入院中の精神障害者の地域生活への移行は，実施主体は県の事業であるが，千葉県事業の委託を受けたたんぽぽセンターが主催する精神障害者地域移行支援協議会で啓発等の取組を進めている。今後は個別ケースを選定するなど具体的な支援を実施する。また地域移行したケースの地域定着支援についても併せて実施する。

５．柱全体の評価

　


１．目標
　防災・防犯や災害時等における支援体制の整備・確立を図り，地域で安全に・安心して暮らしていけるまちづくりを推進する。
２．施策体系

　◎安全対策（防災，防犯等）の推進

　◎福祉のまちづくり

　　　　　バリアフリー化等の推進

　　　　　公共交通の利便性の確保

３．進捗管理対象事業の達成状況

≪災害発生時の避難体制の充実度を計る指標≫

	　指標名
	年度
	Ｈ27
	Ｈ28
	評価

	避難行動要支援者名簿登録者数（同意者）
	目標
	1,280
	1,300
	7月にＫ-Ｎｅｔ説明会を実施し，268町会中153町会が参加した。その他にも町会だよりや回覧等を活用し，周知をした。また，町会独自で災害時用援護者及び支援者を募集したところもあった。

　今後も引き続き，対象者に対して通知を送る等して周知を図っていく予定である。

	
	実績
	1,319
	2,294
	


４．福祉計画の関連事業

　　なし

５．柱全体の評価

　

資料１　








【柱１】福祉意識の醸成と支えあいの環境づくりの推進





障害理解イベントを実施して４年目となり，恒例のイベントなども増えてきている。しかし，参加者の伸び悩みがあり，今後はより一層一般市民が参加しやすいイベントを検討していく必要がある，


　ボランティアの人数も着実に増加しており，障害者団体も積極的に啓発活動をしている。今後も協力しながら，障害理解を進めていく。





【柱２】情報提供・相談，権利擁護体制の確立





　情報提供の充実については，意思疎通支援者も年々増加しており，順調に進んでいる。相談支援体制に関しては，平成２９年度に整備予定の地域生活支援拠点施設を中心に各事業所と連携しながら，相談支援体制を構築していく。それに併せて，地域移行や地域定着支援も進めていく。


　権利擁護体制においては，障害者差別解消法が施行されて半年以上たったが，まだ十分に周知されていないので，今後も引き続き研修等を行いながら啓発していく。





【柱３】暮らしを支えるサービスの充実





　全体的に計画通りに進んでいるが，年々「親亡き後」の生活に対する不安が増してきている。それに対応するグループホームの整備や自立生活を支えるその他のサービスの充実が必要となってくる。また，緊急時の対応やレスパイトサービスに対するニーズも高い。これらのニーズに対応するため，今後整備される地域生活支援拠点を中心として，既存事業所との役割分担をしながら体制整備を進めていく。　


　





【柱４】誰もが働きやすく，活動しやすい環境づくりの推進





　福祉施設からの一般就労者数も年々増加していっており，目標値を達成した。今後も引き続き，一般就労への支援をしていくとともに，就職後の支援体制も充実させていく必要がある。


　また，庁内における物品調達も増加しており，少しずつ事業所製品が庁内に浸透しつつある。今後も引き続き，販売会やリーフレットを作成するなどして工賃向上も進めていく。





【柱５】子どもの成長への支援








　年々療育を受けるこどもが増加している中で，今年度児童発達支援事業所が増加し，定員枠の増加が見込まれる。


　今後も引き続き，受け入れ体制の整備を進めていくとともに，療育の質の向上，従事者の育成が重要な課題となってくる。


　また，放課後等デイサービスの利用者が年々増加している。事業所ごとにサービスの質が異なるため，質の向上が必要となる。


　就学後においても，年々特別支援学級在籍児童・生徒は増え続けている。就学後についても特別支援教育の体制は出来てきているが，専門的な相談に対応できるよう特別支援学級担当者の質の向上が必要となってくる。教育支援員等を各校に巡回させ，今後も体制強化に力を入れていく。





【柱６】健康・医療体制の充実





　今年度より喀痰吸引や経管栄養の医療的ケアに対応できるヘルパーを増やすため，市内の事業所に研修の委託を始めた。


　医療的ケアができる事業所の増加を希望する方も多いため，今後より一層の医療的ケアに関する支援が必要となってくる。


　精神保健分野では，様々なテーマごとに講座を開催しており，参加者も増加してきている。また，ボランティアのフォローアップ講座も実施しており，ボランティアの活動支援も行っている。





【柱７】安全・安心な生活環境の整備








Ｋ－Ｎｅｔの登録に関する通知等を行ったため，登録者数は増加しており，町会独自で防災訓練を行ったりしているところも出てきている。今後も引き続き，町会等を対象に説明会を行っていくとともに，対象者に対して登録への通知を行っていく予定である。


　また，福祉避難所のニーズが高まっているため，設営や運営方法については，関係者と連携して今後検討していく必要がある。


　


 










